


風が吹くと、何故か灯りを消したがる老人がいた。木造の一軒

家にひとりで住んでいた。南側が廊下になっている八帖の部屋

のやや奥に布団が敷いてあって、老人はいつもその布団の上で、

胡坐をかいていた。必要な小物類はその位置からすべて手を伸

ばせば届く所に置いてあった。

「速くへお出かけになる事はあまりないようです。いつだったか、

早朝に小枝を二・三本持って松川辺りをゆっくり歩いていらっ

しゃいました。あの土手の桜の樹の風景がお好きらしく毎朝散

歩していらっしゃるようです。霧の濃い朝でしたから手に持っ

ていらした花が妙に赤く見えていました」

いちばん近くにあるのは、タオルである。一・二度洗った程度

でまだ新しさが残っている自のタオルは四ツに畳んであって、

その上に眼鏡袋がニ個並べてある。そばで小さな音をたててい

るのは置時計である。その時計とほぼ同じ距離にあるのは、薬

の紙袋である。かなりふくらんでい

る。この袋は、時々場所が移動する。

朝から昼にかけては右手側から左手

側だったり、昼から夕方にかけては

後ろの小さな棚の上だったり、夕方

から夜にかけては老人の胡坐の上で

あったりした。

「冬の雪の多い時などは部屋の中で手紙を書いていらっしゃるよ

うです。いつだったか、布団のよにハガキを三枚並べて、まる

でトランプ遊びのようでした。

えっノ宛名ですか?さあ一、それはわかりません。たぶん県外

にいらっしゃる息子さん遣に書いていらしたんじゃなL崎、と思

いますが、何しろ庭先からちらつと見えただけですから……」

少し離れて小銭の入った四角い小さ

な木箱である。中に鍵も入っている。

爪切りもあるらしい。それに毛抜きも……。

r結耐の花がお好きなようです。雪が

溶けて春になるととても嬉しそうに

庭へ出て、芽吹く樹木のそばにしゃ

がんで葉っぱの縁をなそ.っていらづ

しゃるんです」

ヅプf
新湊高校野球部

春の選抜高校野球ペスト4に進出

いちばん遠くにあるのは、テレビと新聞である。新聞の下で微

かに膨らんでいるのはあれは息子達からの書簡であろうか、老

人はその書簡を取り出して繰り返し読んでいる。まるで覚えた
び人せλ

ての手品師のように薄い便筆をめくっている。そのめくる音は、
すそ

南にかかる春のやわらかなレースの力一テンの裾を行ったり来

たり、やがては矢印のように老人に向かつて聞こえている。

高橋明曜l写真.

A
三
月
二
十
六
日
か
ら
甲
子
園
球
場
て
聞
か
れ
た
春

の
選
抜
高
校
野
球
、
新
湊
高
校
は
本
当
に
よ
く
や
っ
た

よ
。
な
に
し
ろ
春
、
夏
含
め
て
県
勢
と
し
て
は
初
の
ベ

ス
ト
4
進
出
を
果
た
し
た
ん
だ
か
ら
ね
。

B
そ
う
だ
ね
、

一
回
戦
の
享
栄
(
愛
知
)
を

一
対
O
、

二
回
戦
の
拓
大
紅
陵
(
千
葉
)
を
四
対
七
と
逆
転
勝
利
、

三
回
戦
で
は
延
長
十
四
回
の
末
、
み
ご
と
京
都
西
(
京
都
)

に
二
対

一
と
勝
っ
て
、
堂
々
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
ん

だ
か
ら
。
春
、
夏
、
甲
子
園
で
三
試
合
を
勝
ち
抜
い
た

の
は
、
県
内
て
は
昭
和
三
十
三
年
夏
の
魚
津
高
校
以
来

だ
よ
。

A
今
大
会
出
場
校
の
ベ
ス
ト
4
進
出
、
全
国
高
校
総

数
三
千
数
百
校
の
な
か
の
ベ
ス
ト
4
で
も
あ
る
ん
だ
か

ら
た
い
し
た
も
の
、
ど
ん
な
褒
め
言
葉
を
送
っ
て
も
送

リ
足
リ
な
い
気
が
す
る
。

B
準
決
勝
て
は
、
宇
都
宮
南
(
栃
木
)
に
八
対
三
と
敗

1

れ
は
し
た
も
の
の
本
当
に
良
い
試
合
だ
っ
た
。
「高
校
野

球
は
、
技
術
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
の
が
新
湊
高
校
野
球

部
、
約
切
監
督
の
信
念
だ
そ
う
だ
け
ど
、
選
手
全
員
の

気
持
が
ま
と
ま
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
力
を
発
揮
す
る
ん

だ
よ
。

A
よ
く
雪
国
は
、
選
抜
に
弱
い
、
春
は
勝
て
な
い
と

言
わ
れ
る
け
ど
、
新
湊
高
校
は
そ
れ
を
打
ち
破
っ
て
く

れ
た
。
雪
国
の
、
冬
場
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
な
い
と
い
う
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
、
独
自
の
方
法
で
乗
リ
越
え
て

は
ね
か
え
し
て
く
れ
た
。
新
湊
高
校
野
球
部
は
、
県

内
の
高
校
野
球
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
の
は
げ
み
に
な
っ
た
ね
。

B

AI凪
の
新
湊
高
校
の
よ
う
に
、
ほ
か
の
ス

ポ
ー
ツ
で
も
富
山
県
か
ら
全
国
的
な
大
会
て
良

い
成
績
を
修
め
る
選
手
が
た
く
さ
ん
出
て
く

る
と
い
い
ね
。



ツ12
観

光

と

物
産
ま
つ
り

雄
大
な
自
然
や
情
緒
豊
か
な
郷
土
芸
能
、
新
鮮
な
山

海
の
味
覚
や
伝
統
あ
る
特
産
品
等
が
大
集
合
し
ま
す

o

v
日
時

六
月
十
三
日
(
金
)
1
六
月
十
五
日
(
日
)

一
O
一0
0
1
一
七
二
ニ
O

テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
(
富
山
産
業
展
示
館
)

民
謡
・
民
舞
ま
つ
り

V
場
所

郷
土
色
豊
か
な
民
謡
と
踊
リ
を

一
堂
に
集
め
観
客
を

魅
了
し
ま
す
。

v
日
時

七
月
二
十
七
日
(
日

二
二
一
0
0
1
一
七一

O
O

八
尾
公
民
館

V
揖
所

-‘'・.

い
き
い
き
富
山

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
羽

ス
タ
ー
ト

H

い
い
人
い
い
昧
い
き
い
き
富
山
M

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
A
フ

年
も
四
月
十
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
六
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
「
い

き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
の

四
月
十
日
(
木
)
、
県
貯
前
公
園
で
は
、

2
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
県
内
各
地
で

選
出
さ
れ
た
、

い
き
い
き
富
山
の
ミ
ス
達
二
十
六
人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
や
地
元
の

P
Rを
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

後
、
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者
一
同
が
高
ら

か
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
加
の
閉
幕
を
宣
言

し
ま
し
た
。メ

立
山
登
拝

3 

日
本
三
霊
山
の

一
つ
霊
峰
立
山
に
登
拝
。
三
六
O
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
く
だ
さ
い
。

v日
時

七
月
二
十
日
(
日
)

V
揖
所

一O
一
O
O
に
室
堂
タ
ー
ミ
ナ
ル
屋
上
に
集
合

V
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
等

七
月
十
日
ま
で
に
一也
九
三
O
富
山
市
桜
町

・
立
山
黒

部
宣
伝
セ
ン
タ
ー
宮

(O
七
六
四
)
四

一
ー
=
主
主
二

料
金
に
つ
い
て
は
、
富
山
地
鉄
電
車
各
駅
か
ら
黒
部
湖

駅
の
往
復
運
賃
が
五
割
引
に
な
リ
ま
す
。



フ3

初
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
。
八
l
ン

富
山
県
の
代
表
的
な
特
産
物
で

「県
花
」
で
も
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。

こ
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

企メルヘンカー武蔵野市役所に到着

着本
主黒同

国企

』
F

中
沖
知
事
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
プ
レ
ゼ
ン
ト

...チューリップの花に固まれて結婚式

メ
ル
ヘ
ン
カ
l
で

H

チ
ュ

l
リ
ッ
フ
u

聖
花
リ
レ
l

四
月
十
日
、
県
庁
前
公
園
で
の
「
い
き
い
き

富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
あ
わ
せ
聖
花
リ
レ
ー
が
出
発

し
ま
し
た
。

主
役
は
、
あ
ぶ
れ
る
ば
か
リ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

て
メ
ル
ヘ
ン
力
ー
に
変
身
し
た
、
昭
和
三
十
三

年
製
の
な
つ
か
レ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
パ
ス
。
ミ
ス

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
他
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
を

乗
せ
て
、
快
適
環
境
整
備
(
ア
メ
二
テ
ィ
タ
ウ

ン
推
進
)
事
業
推
進
区
の
東
京
都
目
黒
区
ま
で

約
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

三
日
間
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
す
。

途
中
、
県
内
市
町
村
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を

し
て
い
る
小
諸
市
や
武
蔵
野
市
等
を
表
敬
訪
問

レ
な
が
ら
聖
花
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
メ
ニ
テ
ィ

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

H

第

一
回
花
草
会
u

四
月
十
二
日
、
東
京
都
内
で
、
中
沖
富
山
県

知
事
、
磯
村
英

一
日
本
都
市
学
会
会
長
を
は
じ

め
八
人
の
パ
ネ
ラ
ー
と
約
七
十
人
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
が
参
加
し
て
、
「
花
を
媒
体
に
ア
メ

ニ
テ

イ
を
推
進
す
る
生
活
思
想
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、

様
々
な
角
度
か
ら
討
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
参
加
者
は
も
と
よ

り
多
く
の
人
々
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
よ
リ
高
め
る

た
め
の
具
体
的
な
生
活
創
造
の
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

注
.
ア
メ

二
テ
ィ
包
括
コ

5
¥
居
住
性
、
住
ま

い
の
周
囲
の
環
境
・
社
会
的
条
件
な
ど
の
快

ハ
ナ

適
さ
、
便
利
さ
の
こ
と
。
「
フ
ラ
ワ
ー

l
花」

に
は
ハ
ナ
、
つ
ま
リ
先
端
と
か
突
端
と
か
の

意
味
を
持
た
せ
ま
し
た
。
ア
メ
二
テ
ィ
の
追

求
は
、
新
し
い
生
活
文
化
創
造
活
動
の
推
進

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
イ
ダ
ル

四
月
十
三
日
、
目
黒
区
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
に
固
ま
れ
て
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
郎
新
婦
は
横
浜
市
に
住
む
岡
林
拓
さ
ん
と

松
浦
智
絵
子
さ
ん
。
晴
天
の
下
、
親
類
、
友
人

や
近
所
の
人
達
に
固
ま
れ
て
と
て
も
す
ば
ら
し

い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
富
山
県
か
ら
、

二
人
に
対
し
富
山
へ

の
旅
行
券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

-
富
山

-
一戸ム居

-
小
諸

-
越
谷

-
武
蔵
野

-
赤
坂

-
吉
祥
寺

-
目
黒

-
震
ヶ
関

4.10附4・11(金)4・12出4.13(日)
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優
し
い

近
年
、
木
材
需
要
の
大
半
を
占
め
る
住
宅
建
築
は
着

工
数
が
最
盛
期
の
六
割
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
木
材
の
代
替
材
料
の
市
場
進
出
や
P
R
不
足
に
よ
る

木
へ
の
認
識
の
低
下
な
ど
林
業
・
木
材
産
業
を
め
ぐ
る

環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
(
愛
称
)
」
は
、
こ
の
よ
う
な

社
会
的
状
況
の
な
か
で
県
民
の
皆
さ
ん
に
木
材
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

の
基
礎
資
材
と
し
て
の
木
の
良
さ
を
P
R
し
よ
う
と
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

木
の
家
の
中
で

木
の
夢
を
え
が
き
、

木

に

親

し

む

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山

富
山
県
木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
は
、
木
の
特
徴
で
あ
る
軽
さ
と

強
さ
、
ま
た
そ
の
合
理
的
な
利
用
法
を
目
て
見
て
理
解

で
き
る
よ
う
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
構
造
や
材
料
を

組
合
せ
、
建
物
自
体
が
展
示
物
と
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
度
の
耐
久
性
と
省
エ
ネ
性
を
持
つ
よ
う
、

ま
さ
に
適
材
適
所
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
く
る
。
き

め
細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
建
物

を
支
え
る
土
台
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
ガ
ン
ギ
、
外
壁

に
は
、
耐
久
性
の
高
い
ア
テ
や
ヒ
ノ
キ
を
用
い
る
と
い

う
よ
う
に
。

ま
た
、
木
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
美
し
さ
、
表
情
を

見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
樹
種
、
年
齢
、
育
っ
た
場
所
、

加
工
の
仕
方
て
、
ど
れ

一
つ
同
じ
も
の
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
は
、
見
て
、
聞
い
て
、
そ
し
て
実

際
に
木
工
等
を
通
じ
て
こ
の
こ
と
を
肌
て
感
じ
と
っ
て

い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
す
。

五
月

一
日

オ
ー
プ
ン

木
の
工
作
を
楽
し
む

木
の
こ
と
を
学
び
、
木
の
こ
と
で
相
談
す
る

報
サ
ー
ビ
ス
室

A
・
B
-
C
、
三
つ
の
木
工
工
作
室
が
あ
リ
、
木
工

工
作
用
の
道
具
が
揃
え
て
あ
リ
ま
す
。
小
中
学
生
、
婦

人
、
お
年
寄
リ
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
自
慢
の
腕
を
奮
っ
て
楽
し
い
作
品
を

創
リ
だ
し
て
下
さ
い
。

木
材
製
品
、
住
ま
い
、
木
の
使
い
方
、
そ
の
他
木
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
木
材

関
係
の
資
料
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

木
に
つ
い
て
の
研
修
等

大
型
木
工
工
作
の
組
立
、
木
工
製
品
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
て
き
ま
す
。
ま
た
来
館
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
、
憩
い
の
場
と
な
リ
、
随
時
、
研
修
会
、
講

習
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
会
議
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
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行事計画(表 1) 

小・中学生及び一般県民を対象

木工・ 工作コ ンクールの開催及び表彰・10月1日一8日セ ンターに於て展示・10月8日県育樹祭に於て一部展示

育イベント肯

9月

-事業実施主体...・・・・・・県木連

・県補助 3/4 
・内容 ・木材に関する教育展示

・木材・木製品の展示

・住宅相談等

5月

1日---10日

まで

*イベント貴

'86ウッドリームフェスティ

バル(くらしと木材展)

今
後
の
行
事
等

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
で
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
や
木
工
教
室
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
期
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
を
グ
ル
ー
プ

・
団
体
等
で

一
日、

半
日
と
い
っ
た
ま
と
ま
っ
た
形
で
利
用
さ
れ
る
時
は
、

あ
ら
か
じ
め
利
用
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
利
用
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
様
式
に
よ
リ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
利
用

料
金
は
、
表
2
の
と
お
リ
で
す
。

な
お
、
ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
が
開
催
す
る
行
事
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
る
場
合
、

施
設
利
用
料
金
は
不
用

で
す
が
、

材
料
等
の
値
段
の
高
い
も
の
に
つ

い
て
は
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
県
民
の
皆

さ
ん
が
散
歩
が
て
ら
立
ち
寄
ら
れ
、
簡
単
な
木
工
工
作

を
楽
し
ま
れ
た
リ
、
相
談
さ
れ
た
リ
す
る
場
合
は
、
料

金
は
い
リ
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

富
山
県
木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
小
杉
町
黒
河
新
木

材
試
験
場
地
内

T
E
L
0
7
6
6
側
1
5
7
0

小・中学生及び親と子を対象

4回、平均50人

日曜・祭日に実施

年24回、平均20人

婦人グループ

4回、平均20人

一般

4回、平均20人

9 

7 

通年

6、7、
10月

5、6、
1月

8月親と子のふれあい木工教室

園芸のための木工教室

ウッドクラフト教室

日曜大工教室

緑の少年団、ボーイ・ガールスカウト対象

愛鳥週間に単箱づくり

年 4回、平均50人

住宅団地、緑化グループ対象

年 5回、 平均20人

熟年者(自宅で余暇を楽しんでいる人)対象

年 4回、平均20人

5月

9、10、11
12月

6，. 

11、
7、9
1月コミ ュニテ ィー木工教室

バードウィーク木工教室

生きカ旬、木工教室

基 本 額

区 分 9時から 16 9時から 13時から 16 超過時間 加算額

時30分まで 12時まで 時30分まで 1時間

専用して利用する場合 2，400円 1，200円 1 .400円 400円
A 

その他の場合(一般) 1人 1日につき 200円
木

専用して利用する場合 3，000円 1，500円 1，750円 500円
エ

B 一 般 1人 1日につき 200円

エ その他の場合
小中学生 1人 1日につき 100円

作
専用して利用する場合 3，300円 1，650円 1，900円 550円

室
C 一 般 1人 1日につき 200円

その他の場合
小中学生 1人 1日につき 100円

多利 冷房又は暖

目用 専用して利用する場合 9，000円 4，500円 5，250円 1，500円 房期間中に

的室 あっては、

基本額の20

情報 ビ パーセント

サ ス 専用して利用する場合 3，000円 1，500円 1 ，750円 500円 に相当する

i室 額

利用料金(表 2)

8 

女子短大生、保育専門学校学生等対象

年2回、平均50人10月

幼児教育を担う短大生

木工教室

1 . r一般」には、高等学校の生徒、大学の学生及びこれらに準ずるものが含まれます。

2. r 1日」とは、 9時から 16時30介までの時間をいいます。

3.利用時間 1時間未満の端数は、 1時間として計算します。
4.利用時聞を短縮した場合においても、使用料は、減額しません。

9 

備考



四
月
か
ら
「
新
献
血
基
準
」
に
基
づ
き
献
血
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
ふ
え
る
血
液
需
要

こ
れ
ま
で
の

一
回
に
つ
き
二
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

献
血
は
、
世
界
的
に
見
る
と
最
少
量
の
水
準
に
あ
リ
、

人
口
比
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
献
血
率
に
も
か
か

わ
ら
ず
必
要
な
血
液
量
の
確
保
が
難
し
い
現
状
に
あ
リ

ま
す
。

ま
た
、
医
療
に
不
可
欠
な
血
液
の
需
要
は
年
々
増
加

し
、
献
血
だ
け
で
は
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
国
際
的
道
義
か
ら
だ

新
し
く
な
っ
た
献
血
制
度

地
方
税
制
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
に
合
わ
せ
て
富
山
県
税
条
例
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

け
で
な
く
輸
血
後
感
染
症
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

O
新
献
血
基
準
導
入
の
目
的

昭
和
六
十

一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
の
五

か
年
計
画
で
、
血
料
水
分
割
製
剤
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を

献
血
に
よ
る
血
液
で
製
造
し
、
輸
血
に
よ
る
感
染
症
の

防
止
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

O
新
献
血
基
準
の
内
容

新
献
血
基
準
は
、
別
表
の
と
お
リ
で
す
。
そ
の
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
厚
生
省
血
液

研
究
事
業
に
お
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
、
医
学
的
に
問

題
と
な
る
よ
う
な
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い

男45k<j・女40k<jを超える方

男女共最低 1ヵ月

満 16歳ー満64歳

従来どおり

200m 

男女共50旬以上

新規基準

400ml 

満 18歳ー満64歳

男子3ヵ月

女子4ヵ月

新しい献血基準

令

献 血 の 基 準

置

開

考

間血献

備

年

体

《個
人
県
民
税
》

付
同
居
特
別
障
害
者
に
係
る
扶
養
控
除
等
の
引
き
上
げ

同
居
特
別
障
害
者
に
係
る
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控

除
の
額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十
四
万
円
ヘ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

口
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
が
、
本
人
、
控
除
対
象
配

偶
者
、
扶
養
親
族
の
合
計
数
に
三
十

一
万
円
(
改
正
前

は
二
十
九
万
円
)
を
乗
じ
た
額
(
控
除
対
象
配
偶
者
、

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
九
万
円
を
加
算
)
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
リ
、
夫
婦

・
子
供
二
人
の

給
与
所
得
者
の
場
合
、
年
収
二
百
十
三
万
五
千
円
(
改

正
前
は
、

二
百
二
万

一
千
円
)
ま
で
が
非
課
税
の
対
象

と
な
リ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
地
方
税
制
改
正

《今
回
の
改
正
の
特
徴
》

国
及
び
地
方
の
税
制
に
つ
い
て
は
物
価
の
上
昇
等
の

社
会

・
経
済
情
勢
の
変
化
を
考
慮
し
、
毎
年
そ
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
来
年
度

に
行
わ
れ
る
予
定
の
税
制
の
抜
本
的
改
正
を
控
え
、
現

制
度
の
体
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
の
比
較
的
小

規
模
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
た
県
税
の
改
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
リ
で
す
。

と
の
結
論
が
出
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
従
来
か
ら
の
こ
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
と
四

0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

・
成
分
献
血
が
加

わ
リ
ま
し
た
。
そ
の
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、

献
血
を
す
る
際
に
、
献
血
者
が
そ
の
意
志
に
よ
リ
選
択

す
る
こ
と
と
な
リ
ま
す
。

O
成
分
採
血

富
山
県
で
は
、
四

0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
つ
い

て
は
四
月
か
ら
受
け
入
れ
レ
て
い
ま
す
が
、
成
分
採
血

に
つ
い
て
は
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の

整
備
が
必
要
な
た
め
、
こ
れ
が
整
い
次
第
受
け
入
れ
を

始
め
ま
す
。

備

血紫量で、400m2以内

24回以内

新規基準

10 

血小板の成分献血の基準

満 18歳ー満54歳

男女共 1週間

新規基準

12回以内

男 女 共50旬以上

血紫の成分献血の基準

満 18歳 ー 満64歳

男 女 共2週間

献血の基準

国献血量

間

年間の献血回数

令

開

考

重

血

体

献

年

《不
動
産
取
得
税
》

住
宅
及
び
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
税
率
を

四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
る
等

の
特
例
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
適
用
期
限
が

昭
和
六
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

《県
た
ば
こ
消
費
税
》

付
従
量
割
の
引
き
上
げ

県
た
ば
こ
消
費
税
の
重
量
割
の
税
率
が
、
昭
和
六
十

一
年
五
月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
の
聞
に
限
リ
、
千
本
に
つ
き
百
六
十
円
(
園
、
市
町

村
を
含
め
る
と
九
百
円
)
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
た
ば
こ
の
小
売
定
価
も
昭
和
六
十

一

年
五
月
一
日
よ
リ
一本
に
つ
き
一
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

∞
手
持
品
課
税
の
実
施

従
量
割
の
税
率
の
引
き
上
げ
の
経
過
措
置
と
し
て
、

卸
売
業
者
や
小
売
業
者
が
、
昭
和
六
十

一
年
五
月

一
日

以
前
に
売
渡
を
受
け
た
製
造
た
ば
こ
を
同
日
に
販
売
の

た
め
所
持
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
税
率
引
き
上
げ

分
に
相
当
す
る
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

11 

《自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
ど

皆
さ
ん
の
お
手
元
ヘ
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
届

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

五
月
三
十

一
日
ま
で
に
最
寄
リ
の
金
融
機
関
ま
た
は

県
税
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
下
さ
い
。

な
お
、
納
税
の
際
に
お
渡
し
す
る
納
税
証
明
書
は
、

車
検
を
受
け
る
と
き
に
必
要
と
な
リ
ま
す
の
で
、
検
査

証
と

一
緒
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
自
動
車
を
手
放
し
た
の
に
納
税
通
知

書
が
届
い
た
方
は
相
手
の
業
者
等
の
方
ヘ
確
認
し
て、

す
ぐ
に
陸
運
支
局
で
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
済

ま
せ
て
下
さ
い
。



縄
ヶ
池
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

城
端
町
蓑
谷
に
あ
る
縄
ヶ
池
は
、

県
内
で
も
周
指
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の

群
生
地
、
標
高
約
八
0
0
メ
ー
ト
ル

の
窪
地
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
池
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

俵
藤
太
秀
郷
が
竜
王
か
ら
恩
返
し
に

も
ら
っ
た
竜
の
子
を
蓑
谷
村
の
山
中

に
揚
っ
た
小
池
に
入
れ
、
縄
を
張
り

め
ぐ
ら
し
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

一
夜
の
う
ち
に
池
に
な
っ
た
と
い
う

震
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
池
の
南
側
一
帯
は
、
冷
水
の

湧
出
す
る
沢
地
で
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

の
ほ
か
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ソ
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
な
ど
が
自
生
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
池
の
周
辺
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
の
天
然
林
も
含
め
て
縄
ヶ
池
・
若

杉
自
然
環
境
保
全
地
峨
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。



集
落
ぐ
る
み
で

た
く
ま
し
い
農
業
づ
く
り

富
山
県
は
、
コ
シ
ヒ
力
リ
に
代
表
さ
れ
る
良
質
米
の

生
産
県
で
す
が
、
生
産
基
盤
と
な
る
農
地
の
規
模
拡
大

が
進
ま
ず
、
農
業
機
械
の
過
剰
投
資
で
ゴ
ス
ト
高
と
な

リ
生
産
性
向
上
と
い
う
面
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

県
で
も
、
農
用
地
利
用
増
進
法
に
基
づ
い
た
農
地
の

賃
借
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
規
模
を
拡
大
し
た

い
農
家
ヘ
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
約
束
の
期
限
が
来
れ
ば
離
作
料
な
し
て

農
地
が
返
還
さ
れ
、
基
準
を
満
た
せ
ば

一
0
ア
ー
ル
当

た
リ
八
千
円
か
ら
三
万
円
の
奨
励
金
が
、
貸
し
手
に
交

付
さ
れ
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
中
核
的
担
い
手
の
育
成
を
中
心
に
活

力
あ
ぶ
れ
る
村
づ
く
リ
を
進
め
よ
う
と
、
集
落
ぐ
る
み

で
農
地
の
貸
し
借
リ
を
進
め
た
地
区
に
対
し
、
助
成
金

を
交
付
す
る
集
落
農
地
流
動
化
促
進
特
別
活
動
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
地
流
動
化
推
進
員
や
市
町
村
農

業
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

14 
6目

守
っ
て
あ
げ
た
い

主力

生ど
命記

子
供
た
ち
は
、
用
水
や
小
川
で
の
水
遊
び
が
大
好
き

で
す
。

し
か
し
、
用
水
や
小
川
は
、
農
繁
期
に
入
る
と
水
か

さ
が
増
え
、
流
れ
も
早
く
な
リ
ま
す
。

幼
い
子
供
の
水
難
事
故
が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時
期
、

自
分
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
子
に
対
し
て
も
同
じ

よ
う
に
気
を
配
っ
て
、
悲
し
い
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

不
正
大
麻
・

今
年
も
、
全
国
的
に
大
麻

・
け
し
の
不
正
栽
培
撲
滅

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
富
山
県
で
も
五
月
十
五
日
か

ら
七
月
十
四
日
ま
で
の
二
ヵ
月
間
撲
滅
運
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

〈大
麻
〉

一
般
に
「
ア
サ
」
と
呼
ば
れ
、
幻
覚
を
引
き
起
こ
す

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
栽
培
す
る
に
は
許
可
を

得
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

〈
け
し
〉

け
し
は
「
ひ
な
げ
し
」
「
お
に
げ
し
」
の
よ
う
に
植
え

守

け
し
撲
滅
運
動

て
よ
い
も
の
と
、
あ
へ
ん
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

一
般

家
庭
で
の
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

例
年
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
を
間
違
っ
て
観
賞

用
に
栽
培
し
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
や
け
し
を

発
見
し
た
と
き
は
直
ち
に
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
主

察
署
ヘ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

〔
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
〕

-
用
水
や
小
川
で
の
遊
び
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
日
頃

か
ら
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-
幼
児
の

一
人
遊
び
は
非
常
に
危
険
で
す
。
幼
児
は
必

ず
、
大
人
の
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

-
危
険
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
つ
け
た
ら
、

知
ら
な
い
子
供
で
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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銃
石包

• 

火
薬
委頁
σ〉

適
正
な
戸田t弓

王里
を

銃
砲

・
火
薬
類
は
、
取
リ
扱
い
を
誤
っ
た
リ
、
粗
雑

な
取
り
扱
い
を
す
る
と
犯
罪
や
事
故
に
つ
な
が
リ
社
会

に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
取
り
扱

う
と
き
は
次
の
点
に
十
分
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

(
銃
砲
に
つ
い
て
〕

1

許
可
を
受
け
た
者
自
身
の
子
て
銃
砲
を
ガ
ン
ロ
ッ

カ
ー
に
保
管
し
施
錠
を
確
実
に
行
う
。

2
銃
砲
と
弾
丸
は
、
別
々
の
保
管
庫
に
保
管
し
て
お
く
。

3

入
院
や
旅
行
な
ど
で
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き
は

な
る
べ
く
保
管
業
者
に
預
け
る
。

〔
火
薬
類
に
つ
い
て
)

1

火
薬
庫
な
ど
の
施
錠
設
備
、

警
報
装
置
の
点
検
を

励
行
す
る
。

2

指
定
さ
れ
た
者
以
外
に
は
取
り
扱
わ
せ
な
い
。

3
火
薬
庫
な
ど
の
帳
簿
の
記
載
は
確
実
に
行
い
、
常

に
、
火
薬
類
の
存
置
数
量
を
把
握
し
て
お
く
。

も
し
、
銃
砲
・
火
薬
類
の
盗
難
・
紛
失
な
ど
の
事
件
、

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
出
て
下

さ
い
。



日
ゆ
っ
た
れ
ノ
気
分
で
行
き

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ゃ

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
は
、
富

山
県
の
置
県
百
年
を
記
念
し
て
つ
く

ら
れ
た
、
県
内
最
大
の
都
市
公
園
で

す
。
圏
内
に
は
、
水
や
緑
が
い
っ
ぱ

い
に
あ
ふ
れ
、
県
民
誰
も
が
、
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
施
設
や
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
て
下
さ
っ
た
の
は
、
市
井
福

子
さ
ん
で
す
。

ぜば
J

刈
河

さ
て
、
プ
ー
ル
ひ
ろ
ば
に
到
着
、
昨
年
来
た
と
き
料

金
が
高
く
感
じ
た
の
で
そ
の
事
を
言
う
と
、
「
こ
こ
の

料
金
は
、
県
内
の
各
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
利
用
料
金
を
考

慮
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
形
で
定
め
て
い
る
ん
で
す
よ
U

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
ブ
ー
ル
ひ
ろ
ば
は
今
、
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
で
い
た
っ
て
静
か
で
す
。
春
の
陽
ざ
し
だ
け
が

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
と
東
の
空
を
見
る
と
、
何
や
ら
動
く
も
の
が
。
「ス

力
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
す
よ
。
乗
づ
て
み
ま
す
か
U

の

声
に
思
わ
ず
「
は
い
」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス

.

4

司
カ
リ
オ
ン
の
塔

』

F

ス
カ
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
空
中
散
歩

富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
小
杉
町
黒
河
に
あ
る
太
閤
山

ラ
ン
ド
、
年
間
延
べ
四
十
五
万
人
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
今
日
は
、
半
分
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
て
、
こ
の
太
閤

山
ラ
ン
ド
を
ル
ボ
し
て
み
ま
し
た
。

太
閤
山
ラ
ン
ド
と
言
え
ば
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
の

が
、
ブ
ー
ル
ひ
ろ
ば
、
七
月
の
ブ
ー
ル
ぴ
ら
き
に
は
ま

だ
聞
が
あ
リ
ま
す
が
、
と
に
か
く
貸
自
転
車
て
行
っ
て

み
る
こ
と
に
。

風
を
切
リ
な
が
ら
、
途
中
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
が
、
き
れ
い
に
植
栽
さ
れ
た
お
花
畑
。
赤
・
貰

・
紫

の
パ
ン
ジ
ー
が
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
季
節
に
応
じ
て
植
え
か
え
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
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4

司
レ
ン
タ
ル
ボ

l
卜

そ
し
て
次
に
目
に
と
ま
っ
た
の
が
巨
大
な

百
年
の
泉
「
ス
ペ
ー
ス
・
マ
ン
ダ
ラ
」、
富
山

県
が
未
来
に
向
け
て
限
り
な
く
発
展
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
県
出
身
画
家
の
前
田
常
作
氏

が
宇
宙
的
視
点
か
ら
生
み
出
し
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
泉
は
、

O
ム
口
と
9
と
い
う

数
を
構
成
の
基
本
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
は
ヒ
ミ
ツ
、

皆
さ
ん
自
分
て
行
っ
て
確
か
め
て
下
さ
い
ね
。

力
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、

二
人
乗
リ
で
す
。
席
に
座
っ

て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
足
を
ペ
ダ
ル
に
の
せ
、
ゆ
っ

く
リ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。一

瞬
自
分
が
鳥
に
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ス
力
イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
そ
の

名
の
と
お
リ
空
の
散
歩
道
で
す
。
あ
と
か
ら
こ
の
ス
力

イ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
ラ
ン
ド
の
中
て
は
利
用
率
が
低
い

方
だ
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
い
遊
具
が

利
用
さ
れ
て
い
な
い
な
ん
て
:
:
:
。

そ
の
後
、
ボ
ー
ト
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
い
、
と
て
も
楽
し
い
時
を
過
ご
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

短
時
間
で
大
急
ぎ
て
ラ
ン
ド
の
中
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
、

一
時
間
や
二
時
間
で
は
、

全
て
を
見
た
リ
、
聞
い
た
リ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

千
二
百
台
も
収
用
で
き
る
大
駐
車
場
も
あ
る
こ
と
で
す

し
、
今
後
行
く
と
き
は
、
家
族
、
友
だ
ち
、
と
に
か
く

大
勢
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
前
の
力
リ

オ
ン
の
塔
が
「
夕
や
け
こ
や
け
」
を
奏
で
る
ま
で
、

日
ゆ
っ
た
リ
と
過
ご
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
タ
ー

17 

市
井
福
子

レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
、
」

「
県
政
の
あ
ん
な
所
こ
ん
な
所
が

見
て
み
た
い
、
」
、
こ
の
よ
う
な
方

は
、
県
庁
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(8
0
7
6
4
例

4
1
1
1
)



昭和60年1月1日現在

昭和61年 1月 1日時点

右から所在地及び地番

価格(円/ m')

対前年上昇率(%)

富山市

V住宅地

上庄町38番 40，500 1. 3 

四方西岩瀬字石瀬156番 22，800 0.9 

草烏字砂田287番41 26，500 1. 5 

富岡町230番 43，800 0.9 

呉羽町字三舛苅5102番22 44，800 1. 4 

五福字青山4372番2 76，3002.0 

上袋300番外 46，900 2.2 

米田すずかけ台2丁目 102番 39，300 2.1 

秋吉字大曲割1番107 68， 500 1. 8 

石坂字茶円2674番外 46，500 1.8 

町村字長峰害IJ101番3 41，500 1.2 

大町字市右エ門割198番2 66，200 2.8 

山室字東田割191番31 53，200 7.5 

水橋館町字紺屋作417番1 34，900 1. 2 

蓮町字一本割93番8 42，500 

長江新町2-6-14 78，000 1.3 

弥生町1-2-11 113，000 1.8 

永楽町36-13 85，000 1.8 

藤の木台1丁目43番 41，800 1. 0 

粟島町1-14-8 43，300 1.9 

新庄町字馬場73番5 48，， 500 1.0 

五福字国中島486番1 78，500 1. 9 

荒川字前田割48番2外 49，500 1. 0 

於保多町8-3 99，400 1.3 

掘川町字鳥ノ木割713番2 58，200 1.4 

大泉東町1-2-23 104，000 2.0 

西中野町1-3-12 125，000 2.5 

清水中町2-6 120，000 1.7 

千石町4-5-9 140，000 2.9 

布瀬町字町口割645番24外 95，500 1.9 

堀川小泉町字古道害IJ563番8外 101，000 2.0 

奥田寿町9-13 119，000 3.5 

磯部町2-2-3

音羽町2-1-27

神通町2-4-2

水橋畠等字西狭場 60番1

束中野町1-2-20

清水町7-2-15 

舟橋南町6-20

V宅地見込地

新庄町字道回答IJ3番2

V商業地

西町4-10

水橋町字大町49番l外

五番町4-16

呉羽町字海老山7085番1外

永楽町6-10

五福字見付回5897番4

太田口通り 1-5-10

堤町通り 2-7-8

大町字当後割17番I外

泉町1-1-3

星井町2-7-40

安住町7-14

桜橋通りか11

諏訪川原3-4-12

t*町2-1-8

東岩瀬町字新町576番2

東団地方町2-2-7

V準工業地

水橋中村428番1外

上飯野字樋向割40番3外

黒崎字松ノ木割627番1

舘出字上川原書IJ1番1外

豊田町1-1-8

米国字大覚74番116外

上赤江町1-11-40

V工業地

向新庄917番1外

V市街化調整区域内宅地

高木字中坪1148番外

花木字土田割400番2

高島98番1

138，000 3.0 

107，000 1.9 

127，000 2.4 

30.600 1. 0 
- . I高

118，000 1.7 

103，000 1.0 

163，000 3.8 

12，500 0.8 

1，680，000 3.1 

51，000 1. 2 

247，000 0.8 

105，000 2.9 

189，000 1.1 

116，000 1.8 

329，000 

442，000 3.0 

168，000 1.2 

234，000 1.3 

283，000 

428，000 4.6 

730，0004.3 

184，000 1.7 

820，000 6.5 

53，500 0.9 

185，000 1.6 

21，200 5.0 

48，700 1.7 

51，800 

130，000 1.6 

75，400 1. 9 

20，900 1. 0 

108，000 

25，800 1.2 

29，000 0.7 

26，700 1.1 

21，100 1.4 

19 

今年の地価公示価格が、 4月 1日

付けで発表されました。

地価公示は、毎年 1月 1日現在の

調査地点の価格(1平方メートノレ当

り)を国土庁が発表するもので、 一

般の土地取引の目安と Cて、また、

公共事業用地の取得価格や、国土利

用計画法に基づく土地取引規制の土

地価格などの算定基準として利用さ

れています。県内には、 154ヵ所の調

査地点が設けられています。

有沢字七十苅2405番1外

水橋上桜木191番2

開発285番

岡市

49，000 1.2 

20，400 1. 0 

28，300 1. 4 

V住宅地

大町5-3

熊野町7-8

野村933番55

伏木矢田6-2

野村382番5

波岡90番l

永楽町6-12

立野字舘565番4

駅南3-11-5

赤祖父318番2

木津675番3

泉町10-40

江尻字村前100番目

伏木東一宮12-30

下牧野字埋田397番5

中田字木村4916番l

戸出町4-2-21

V宅地見込地

出来田389番

V商業地

宮脇町字吉田1003番1外

本丸町13-11

旅能町13番外

伏木錦町6-1

駅南1-8-29

三番町15番2外

V準工業地

内免4-6-43

千石町3-13

江尻字村前315番5外

金屋町8-11

V工業地

吉久1丁目351番5

72，200 1.1 

61，000 2.0 

73，000 2.1 

45，800 2.9 

73，500 1.9 

50，000 1.2 

55，800 1.8 

37，300 1.6 

130，000 2.4 

74，600 2.2 

57，900 1. 9 

78，300 2.0 

60，500 1.7 

58，900 1.9 

33，600 2.4 

26，300 1. 2 

44，900 2.3 

30，800 0.7 

980，000 2.1 

245，000 2.5 

100，000 1.0 

85，000 2.8 

243，000 2.5 

253，000 1.2 

74，200 1.0 

111，000 3.7 

114，000 2.7 

70，000 

19，000 

今年の地価動向は、前年に比べて、

県全用途平均で1.9%上昇して いま す。

昨年が、 2.5%の上昇であったのと 比

較すると上昇率は鈍化し ていま す。

土地 の取引をするときは、地価公

示、 または県が行う 地価調査を参考

に して下さ い。

なお、地価公示等の詳しい内容に

ついては、各市町村の窓口でお尋ね

下さ い。

V市街化調整区域内宅地

中曽根718番

佐加野字屋敷1443番l外

福田六家113番

佐野276番25

上麻生字宮嶋978番1外

新湊市

29，200 1. 7 

21，800 0.9 

39，500 1.0 

43，300 2.1 

24，300 

10.0 

5.0 

昭
和

M
年
か
ら
の

上
昇
率
の
動
き
(
全
用
途
平
均
)

(
単
位
/
パ
ー
セ
ン
ト

滑 川 市

V住宅地

田中町184番1外

中川原字砂揚割165番1外

V商業地

中川原字元地害IJ537番5外

V住宅地

三日曽根13-8

本町ト1-17

東明七軒2番4

V商業地

本町3-18-10

中新湊19-2

V準工業地

庄西町1-18-25

七美中野65番1外

V工業地

二の丸町345番

V市街化調整区域内宅地

松木751番

魚 津 市

57，100 2.0 

48，300 1. 0 

18，300 .2.2 

155，000 2.0 

83，000 0.6 

33，900 1.2 

21，800 0.9 

15，700 1.3 

30，100 1.7 

黒 部 市

41，000 1. 7 

30，100 2.0 

86，000 2.6 

V住宅地

三日市字米田1408番2外

生地神区293番1外

V商業地

三 日市字桜枝3206番2外

砺波市

56，300 1.8 

40，000 1.3 

181，000 1.7 

V住宅地

広上町1-13

豊町1-2

V商業地

中央町1-5

小矢部市、
場

V住宅地

本江新町8-22

釈迦堂ト9-20

V商業地

新宿7-11

氷 見 市

81，5002.1 

98，100 2.2 

190，000 2.2 

V住宅地

城山町2-42

畠中町8-22

V商業地

石動町12-23

舟 橋 村

V住宅地

幸町21-33

窪1572番I

V商業地

中央町3-4

73，500 1. 4 

34，200 1.5 

140，000 1.4 

V市街化調整区域内宅地

竹内188番

古海老江41番1外

婦 中 町

V住宅地

速星842番1外

田島1009番6

長沢字山岸4522番8

小杉町

37，000 1.1 

32，200 1.6 

21，800 0.9 

V住宅地

戸破字後宝1291番1

戸破字若宮3149番4

三 ヶ字中吉原3604番2外

三 ヶ2509番2

戸破字神田4005番3外

V商業地

三 ヶ字中吉原3654番l

V市街化調整区域内宅地

中老田新字星丸554番8

大 門 町

32，300 3.5 

36，500 0.8 

38，100 1.1 

39，000 

38，700 1.6 

91，0002.6 

16，5002.5 

47 ， 300 2 . 4 I ...住宅地

55，200 3.0 I大門字道山125番4

二 口字南野害IJ2361番5外

130，000 2.4 I二口字道山島2600番6

V商業地

二日字光明寺2936番6

V市街化調整区域内宅地

串田870番1

47，400 2.2 I 
|下 村

45，200 1. 6 

46，200 2.0 

32，700 1. 9 

33，600 1. 8 

63，000 

12，000 1. 7 

204 ，000 2.0 I ...市街化調整区域内宅地

加茂字太子田3628番l外

白石343番

大島町

16，200 1.3 

14，5000.7 

18，900 0.5 

1仰 0.4 I ...住宅地

北野字八切1551番3

小島1014番2外

小島382番11

18 

42，200 1. 9 

37，600 1.6 

40，600 4.1 



ふるさと
みてある記

教
法
快
勝p

u
ν

ヘヵ

蕊
苅
ノ
ー

意志

魚

j幸

巾

魚
津
に
盛
気
楼
の
秘
密
を
見
た

し
ん
塵
ろ
う

悪
気
楼
l
l
四
月
下
旬
か
ら
六
月

上
旬
に
か
け
て
、
雪
解
け
の
水
が
海

に
流
れ
込
み
海
面
を
急
激
に
冷
や
す

た
め
に
空
気
に
密
度
の
差
が
で
き
て

お
き
る
現
象
。

時
に
は
橋
梁
の
よ
う
に
、
時
に
は

森
の
よ
う
に

l
l
o
自
然
の
折
り
な

す
一
大
。ヘ
ィ
ジ
ェ
ン
卜
で
あ
る
。

魚
津
市
で
は
、
蛋
気
楼
が
発
生
す

る
と
消
防
署
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
た

だ
今
、
霊
気
楼
が
出
て
い
ま
す
以
と

屡
気
楼
情
報
が
流
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
情
報
を
い
っ
、
だ

れ
が
消
防
署
に
知
ら
せ
る
の
か
と
な

る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
:
:
:。

魚
津
漁
港
の
東
端
に
か
の
有
名
な
埋
没
林
記
念
館
が

あ
る
。
館
長
は
、
田
村
友
明
氏
側
。
し
か
し
、
埋
没
林

記
念
館
館
長
と
い
う
の
は
世
を
芯
ぷ
仮
の
姿
。
こ
の
人
、

実
は
必
殺
畳
気
楼
観
測
人
な
の
だ
。

一怪
気
楼
発
生
の
気
配
あ
れ
ば
、
瞬
時
た
リ
と
も
水
平

線
か
ら
目
を
雌
す
こ
と
な
く
、
す
わ

っ
、
霊
気
楼
現
わ

る
と
な
れ
ば
、
即
、
消
防
署
ヘ
電
話
連
絡
と
い
う
段
取

リ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
あ
見
事
な
早
技
だ
。

彼
の
い
る
管
理
人
宰
に
は
、
電
話
、
双
眼
鏡
、
記
録

用
紙
、
温
度
計
な
ど
の
一怪
気
楼
観
察
セ
ッ
ト
。
さ
ら
に

中
曜
に
は
、
物
干
ざ
お
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
く
く
リ

つ
け
た
風
向
計
が
た
な
び
い
て
い
る
。

こ
の
道
五
十
年
以
上
と
い
う
彼
の
学
説
に
よ
る
と
、

①
晴
れ
、

ま
た
は
薄
ぐ
も
リ
で
れ
温
と
本
温
の
差
が
六

度
前
後
。
②
温
度
は
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
。
③
北
ま

た
は
北
北
東
の
風
が
秒
速
四
メ
ー
ト
ル
以
内

(ビ

ニ
ー

ル
テ
l
ブ
が
管
理
人
室
方
向
に
四
丘
度
以
内
)
こ
う
し

20 

ち
ょ
っ
と
ぐ
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
』

た
条
件
を
充
た
す
日
は
屡
気
楼
が
出
や
す
い
と
い
う
。

特
に
今
年
は
、
冬
場
の
大
雪
の
た
め
、

雪
解
け
水
の
世

が
多
く
、
発
生
回
数
も
多
く
な
リ
そ
う
と
の
こ
と
だ
。

暇
な
人
は
、
こ
ん
な
天
気
の
日
、
だ
ま
さ
れ
た
つ
も

リ
て
、
埋
没
林
記
念
館
前
に
行
っ
て
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
で

も
し
て
い
る
の
が
い
い
。

そ
の
う
ち
、
春
の
幻
に
遭
遇
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
。

200.75平方キロメートル

市街地は富山湾に面し、東南部

は立山連峰に連なる毛勝山、僧ヶ

明治の廃藩置県の時には県庁所

在地であ ったが、現在では県東部

の中心都市として栄えている。

「魚津の水は日本一う まい」と

文人池田弥三郎が晩年を過ご した

魚海市の概況

岳などがそびえている。

49，824人

(昭和60年国勢調査)

面積

人口

※
後
日
談

我
々
取
材
粧
が
埋
没
林
記
念
館
を
訪
れ
た
時
、
「
明
日

(
4
月
U
日
)
あ
た
リ
が
今
年
最
初
の
霊
気
楼
と
な
る

だ
ろ
う
日

と
田
村
氏
は
大
担
な
予
言
を
し
た
。

事
実
、
そ
の
翌
日
は
、
3
時
間
近
く
の
問
、
大
霊
気

楼
が
出
た
。

い
や
ま
や
脱
帽
、
脱
帽
/

ところでもある。

魚
津
か
ま
ぼ
こ
は
今
、

ニュ
l
ウ
ェ
ー
ブ

か
ま
ぼ
こ
と
い
え
ば
、
巻
き
か
ま
ぼ
こ
、
装
飾
か
ま

ぼ
こ
、
あ
る
い
は
板
付
き
な
ど
と
昔
か
ら
相
場
が
決
ま

っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
す
し
ネ
タ
を
乗
せ
た
か
ま
ぼ

こ
か
す
し
力
マ
。
が
今
、
新
し
い
か

固

と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町

こ
れ
は
、

ニ
ギ
ス
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

司

な
ど
を
す
リ
あ
わ
せ
た
か
ま
ぼ
こ
の

に
、
サ
ヨ
リ
、
甘
工
ビ
、
パ
イ
員
、

ナ
ゴ
な
ど
の
富
山
湾
の
幸
を
乗
せ

‘

て
仕
上
げ
た
も
の
で
、
か
ま

刊

A

m

ぼ
こ
の
歯
ご
た
え
に
、
す
し

~

ネ
タ
の
風
味
が
う
ま
く
マ
ッ

γ
/

チ
し
て
、
漁
師
町
魚
津
な
ら

〆

て
は
の
珍
品
と
な
か
な
か
の
好
評。

ま
た
、
最
近
て
は
、
チ
ー
ズ
、
生

ク
リ
ー
ム

・
牛
乳
な
ど
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
作
っ
た
か
洋
風
か
ま
ぼ
こ
。
も

場
。魚

津
名
産

か
か
ま
ぼ
こ
。
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

だ
い
ぶ
様
変
リ
し
つ

つ
あ
る
よ
う
て
す
。



-
三
月
十
六
日

l hー'1 JW 

北
陸
新
幹
線
富
山
駅

周
辺
環
境
整
備
事
業

起
工

-
三
月
十
九
日

富
山
県
海
域
総
合
利
用
技
術
開
発
モ
デ
ル
調
査
委

ロ
員
会
A

-
三
月
二
十
四
日

富
山
県
情
報
公
開
懇
話
会

高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
会

・
三
月
三
十
日

立
山
山
麓
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
(
ゴ
ン

ド
ラ
ス
キ
l
場
)

-
三
月
三
十
一
日

新
笹
川
ト
ン
ネ
ル
竣
工

・
四
月
一
日

花
時
計
始
動
(
県

庁
前
公
園
)

-
四
月
四
日

市
町
村
長
会
議

・
四
月
五
日

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

・
四
月
六
日

春
の
交
通
安
全
運
動
特
別
点
検

・
四
月
七
日

大
門
高
等
学
校
開
校

• 里四
屋月
上八
足日
σ〉
ぼ

掲
揚

o 

-
四
月
十
日

い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
ス
タ
ー
ト

グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
l
登
録
証
交
付

-
四
月
十
二
日

フ
ラ
ワ
ー
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
カ
ー
ニ

バ
ル
(
東
京
都
目
黒
区
)

-
四
月
十
四
日

富
山
県
婦
人
週
間
の
つ
ど
い

・
四
月
十
五
日

総
合
雪
対
策
推
進
連
絡
会
議

県
土
美
化
推
進
県
民
会
議
総
会

新
刊
案
内

〔
経
済
指
標
の
か
ん
ど
こ
ろ
(
改
訂

1
4
版
)
〕

最
新
の
統
計
図
表
を
使
い
経
済
問
題
全
般

に
つ
い
て
主
要
経
済
用
語
を
中
心
に
ま
と
め

た
、
生
き
た
経
済
知
識
の
ハ
ン
デ
ィ
な
解
説

書
で
す
。

A
5版
二

色

刷

り

二

O
九
ペ
ー
ジ
一

O
七
項
目

定
価
一
、
二

O
O円

富
山
県
統
計
協
会
発
行

問
い
合
わ
せ
先
富
山
県
統
計
課

募
集
し
ま
す

-
お
と
し
よ
り
の
知
恵

私
達
の
祖
先
が
長
い
生
活
の
中
で
生
み
だ
し
、
代

々
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
生
活
の
知
恵
や
工
夫
を
、

今
の
生
活
に
活
用
し
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
「
お

と
し
よ
り
の
知
恵
」
を
募
集
し
ま
す
。

-
募
集
の
内
容

①
家
事
や
日
常
生
活
に
お
け
る
工
夫

②
食
べ
物
の
工
夫
や
健
康
法

③
農
林
漁
業
に
生
か
さ
れ
て
い
る
知
恵

④
天
候
に
関
す
る
も
の
や
、
な

つ
か
し
い
遊
び

.
応
募
の
資
格

県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方

.
問
い
合
わ
せ
先

各
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ま
た
は
福
祉
事
務
所

.
児
童
福
祉
週
間
ポ
ス
タ
ー
用
写
真

昭
和
六
十
二
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
ポ
ス
タ
ー
に

使
用
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

av応
募
の
条
件

A
V
実
地
試
験

七
月
十
四
日

-
願
書
受
付
期
間

学
科
試
験
に
つ
い
て
は
五
月
十
二
日
か
ら
五
月
十

t
日
ま
で

実
地
試
験
に
つ
い
て
は
六
月
二
十
三
日
か
ら
六
月

二
十
八
日
ま
で

-
願
書
提
出
先

県
内
の
受
験
者
は
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

県
外
の
受
験
者
は
県
庁
環
境
衛
生
課
へ

av問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
県
庁
環
境
衛
生
課
ま
で

・
危
険
物
取
扱
者
試
験

-
試
験
種
別

乙
種
四
類
及
び
丙
種

.
試
験
日

六
月
十
五
日

av願
書
受
付
期
間

五
月
六
日
か
ら
五
月
十
五
日

.
願
書
の
配
付
及
び
提
出
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富
山
県
支
部
(
富
山
市

西
田
地
方
二
丁
目
一
三
番
一
号
富
山
県
防
災
セ
ン

タ
ー
内
)
ま
た
は
県
庁
消
防
防
災
課
及
び
最
寄
り

の
消
防
署

av問
い
合
わ
せ
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富
山
県
支
部

ご
利
用
下
さ
い

-
い
き
い
き
富
山
観
光
映
画

富
山
の
素
晴
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
題
材
に
、

観
光
映
画
「
自
然
と
歴
史
の
ふ
る
さ
と
|
い
き
い
き

富
山
|
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

研
修
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

av仕
梯

1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

十
五
介

児
童
福
祉
週
間
(
五
月
五
日
か
ら
十
一
日
)
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
撮
影
者
は
県
内
に
住
ん
で
い
る
方

②
撮
影
場
所
は
、
な
る
べ
く
県
内

③
撮
影
期
間
は
限
定
し
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
春
に

撮
影
さ
れ
た
も
の

④
商
業
広
告
等
の
入
っ
て
い
な
い
も
の

⑤
写
真
は
、
カ
ラ
ー
で
キ
ャ
ビ
ネ
版
、
未
発
表
の
も
の

.
応
募
締
切
日

六
月
三
十
日
当
日
消
印
有
効

.
入
賞

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
を
選
定
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
児
童
福
祉
週
間

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
写
真
募
集
係

宮

0
7
6
4
1
3
2
1
2
9
5
8

干
9
3
0

富
山
市
舟
橋
南
町
五
|
一
四

見
た
り
聞
い
た
り

-
フ
ォ
ン
タ
ナ
展

県
立
近
代
美
術
館
で
、
イ
タ
リ
ア
の
空
間
主
義
作

家
ル

l
チ
ョ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
の
回
顧
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
初
期
の

彫
刻
か
ら
有
名
な
「
空
間
概
念
」
の
作
品
の
数
々
、

後
期
の
作
品
ま
で
彼
の
芸
術
の
全
容
を
総
合
的
に
紹

介
し
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
も
新
設
拡
充
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い

0

.
会
期

六
月
八
日
ま
で

A
V
観
覧
料

一
般

8
0
0
円

高

大

生

6
0
0
円

小
中
生

3
5
0円

A
V
利
用
申
し
込
み
先

県
庁
観
光
物
産
課
ま
た
は
、
富
山
県
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
宮

0
7
6
4
1
3
2
1
6
4
2
0

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
ま
た
は
、
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
宅
地
を

購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
融
資
す
る
富
山
県
優
良
宅

地
取
得
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り

ま
し
た
。

融
資
限
度
額
が
二
百
五
十
万
円
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

償
還
期
聞
が
二
十
年
に
延
長
さ
れ
、
融
資
利
率
も
五
・

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
(
宮

0
7
6
4
1
3
2
1

5
1
3
1
)
ま
た
は
、
太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事

務
所
(
宮

0
7
6
6
1
5
6
1
0
2
2
1
)

-
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金

雪
に
強
い
家
づ
く
り
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
の

融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り
ま
し
た
。

新
築
の
場
合
、
融
資
限
度
額
が
三
百
二
十
万
ま
で

薬務課

10:00-16:00 

10:00ー 15:30

時
間

昭和61年 5月街頭献血日程

3 

10 

13 

14 

8 

11 

-
県
民
大
学
校
春
季
講
座

県
民
大
学
校
春
季
講
座
を
上
市
町
北
ア
ル
プ
ス
文

化
セ

ン
タ
ー
と
福
野
町
公
会
堂
で
開
催
し
ま
す
。

-
五
月
二
十
四
日
(
土
)

午
後
二
時
上
市
町

午
後
七
時
福
野
町

講

師

作

曲

家

遠

藤

実

演
題
「
歌
づ
く
り
人
生
」

.
五
月
三
十
一
日
(
土
)

午
後
二
時
上
市
町

午
後
七
時
福
野
町

講

師

登

山

家

今

井

通

子

演
題
「
男
は
仕
事
、
女
は
官
険
」

.
六
月
七
日
(
土
)

午
後
二
時
上
市
町

午
後
七
時
福
野
町

講
師
京
都
大
学
教
授
高
坂
正
莞

演
題
「
現
代
世
界
の
特
徴
」

い
ず
れ
も
受
講
は
無
料
で
す
。

受
講
の
申
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ま
で
。
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試
験

-
試
験

採
石
業
務
管
理
者
試
験

.
試
験
日

六
月
三
日

.
場
所

ボ
ル
フ
ア
|
卜
と
や
ま
八

O
二
号
室
(
富
山
市
奥

田
新
町
八
一
番
地
)

-
願
書
受
付
期
間

五
月
六
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で

願
書
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ

県
庁
商
工
振
興
課
ま
で

・
理
容
師
・
美
容
師
試
験

av学
科
試
験
日

六
月
二
日

引
き
上
げ
ら
れ
、
償
還
期
聞
が
二
十
年
に
延
長
さ
れ
、

さ
ら
に
利
率
も
五
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
(
宮

0
7
6
4
1
3
2
1

5
1
3
1
)
ま
た
は
県
庁
建
築
住
宅
課

-
富
山
県
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
県
産
業
・
社
会
の
活
性
化
に
不
可
欠
な
優
秀
な

若
者
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
県
出
身
や

U
タ
ー

ン
希
望
の
社
会
人
を
対
象
に
「
富
山
県
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

A
V
日
時
五
月
二
十
二
日
同

午
前
十
時
半
か
ら
午
後
二
時
半

-
場
所
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
オ
|
タ
ニ

-
内
容
講
演
「
二
十
一
世
紀
は
地
方
の
時
代
」

(
財
)
ソ
フ
卜
化
経
済
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
日
下
公

人
氏
、
業
種
別
-
分
科
会

入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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10:00-15:30 

10:00ー 15:30

10:00-15:30 

10:00-15:30 

1 0: 00 -16: 00 

10:00-15:30 

10:00-15:30 

15 

18 

31 

28 

17 

19 

20 

24 

25 

29 



お
だ
よ
り

本
当
の
「
花
と
緑
」

毎
年
、
花
と
緑
の
銀
行
か
ら
花
の
苗
、
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
の
球
根
等
が
保
育
所
等
へ
送
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
「
ま
た
送
っ
て
く
る
か
ら
」

と
い
う
わ
け
で
、
秋
に
球
根
を
と
り
入
れ
て
も

そ
の
ま
ま
捨
て
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

「
も
の
を
育
て
る
」
「
も
の
を
大
切
に
す
る
」

こ
と
を
教
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
に
、
た
だ

見
た
目
の
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
の
咲
い
て
い

る
保
育
園
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
追
っ
て
い
る

よ
う
で
何
か
お
か
し
い
と
思
う
の
で
す
。
「
送
っ

て
〈
る
」
「
も
ら
う
」
の
生
活
に
な
れ
て
、
花
と

緑
の
本
当
の
意
味
を
見
失
っ
て
い
る
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。

朝
日
間丁

女

-
保
育
園
に
お
い
て
は
、
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

面
を
通
し
て
園
児
の
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
思

考
力
の
基
礎
と
道
徳
性
の
芽
ば
え
を
培
う
こ
と

を
保
育
目
標
の

一つ

に
掲
げ
て
保
育
を
行

っ
て

い
ま
す
。

花
と
緑
の
銀
行
等
か
ら
毎
年
い
た
だ
く
花
の

苗
や
球
根
を
、
何
で
も
「
送
っ
て
く
る
」
、
「
も

ら
う
」
の
生
活
に
な
れ
て
し
ま
っ
て
組
末
に
扱

う
こ
と
は
厳
に
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
の
で
、
保
育
所
長
会
議
等
を
通
じ
て
、
十

分
配
意
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
花
と
緑
の
銀
行
に
お
い
て
も
、
花
の

終
わ
っ
た
球
根
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
十
分
指

導
を
行
い
、
花
づ
く
り
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
、
花
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

面目量匝同匝組閣回園回圃困
4t言語~~忍，..同則前.-F.J

.困りごと相談所

警察本部防犯少年課

程 (0764)33-8080
・覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課
宮 (0764)41-8904

・暴力団ゼ口 110番
警察本部捜査第二課
宮 (0764)42-0110

このほか各警察署でも受け
付けています。

- 託尋'制同制町僻・

.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包(0764)32-9233 

-消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包(0766)25-2777 

-
お
た
よ
り
く
だ
さ
い

県
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
提
言
な
ど
、
お
た
よ

り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
に
つ
い
て
思
っ

て
い
る
こ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
な
ん
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
下
さ
い
。

⑤
九
三

O

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
広
報
課

「
広
報
と
や
ま
お
た
よ
り
」
係
ま
で

性

ラジオ広報

• FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を
クリアなサウンドでおとどけ に
します

毎週月一金曜日

-・・・・t弓-.;~・陶画._lI岨E・H・・・・・・
富山市総曲輪ト7(県庁内)
fi(0764)3ト4111附

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
包 (0766)21-9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
包 (0765)24-5311 

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

AM9:30-9:35 

......... 
主

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

テレビ広報
・北日本放送

毎週日曜日 AM8:00-8:30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレピ放送

毎週日曜日 AM9:00-9:30 
r110万人のひろば

ークイズフォーカスインー」

見てください

聞いてください

県広報

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎月第 2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第 2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

己炎ヰ目民-県

F 編集後記 ~ 

四
月
と
い
う
の
は
、
年
度
始
め
で
あ
リ
、

機
構
改
革
、
人
事
異
動
と
と
に
か
く
あ
わ
た

だ
し
い
の
で
す
。

こ
の
「
広
報
と
や
ま
」
も
、
企
画
内
容
を

一
部
刷
新
し
、
発
行
部
数
も
三
千
部
増
え
て

一
万
部
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

一
同、

少
し
で
も
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広

報
誌
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
先
日
の
甲
子
園
球
場
で
の
新

湊
高
校
の
活
躍
に
は
、
県
民
の
誰
も
が
テ
レ

ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
わ
が

編
集
ス
タ
ッ
フ
も
こ
の
活
躍
を
ぜ
ひ
と
も
記

録
せ
ね
ば
と
、

三
脚、

望
遠
レ
ン
"ス
を
付
け

た
力
メ
ラ
を
肩
に
甲
子
園
球
場
に
乗
リ
込
ん

だ
の
で
す
が
、
な
に
し
ろ
初
め
て
の
甲
子
園
、

ど

こ

い
っ
た
い
何
処
か
ら
入
っ
て
い
い
の
か
も
わ

か
ら
ず
係
員
の
指
示
に
従
う
の
み
で
し
た
。

席
を
見
つ
け
て
力
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
、
ふ
と
回

リ
を
見
る
と
、
専
門
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
メ
ラ
マ

ン
ぱ
か
リ
。
気
が
引
け
て
し
ま
い
そ
う
に
な

リ
な
が
ら
も
、
負
け
て
は
な
ら
じ
と
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
き
る
の
で
す
。
パ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が

当
る
瞬
間
を
狙
っ
て
撮
っ
た
つ
も
リ
が
、
現

像
し
て
み
る
と
、
ボ
ー
ル
が
:
:
:
。
ス
ポ
ー

ツ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
苦
労
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
新

湊
高
校
応
援
団
の
視
界
を
遮
リ
な
が
ら
の
撒

影
に
も
か
か
わ
ら
ず
良
い
写
真
が
撮
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
お
わ
び
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
応
援
の
邪
魔
を
し
て
ご
免
な
さ
い
。
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庄
川
町
金
屋
川
子
山
石
黒
に
あ
る
瓜
裂
清
水
(
瓜
裂
泉
)

は
、
井
波
端
泉
寺
の
開
祖
と
な
っ
た
縛
如
上
人
が
、
杉

谷
山
(
現
在
の
前
山
)
の
庵
か
ら
地
方
教
化
に
出
か
け

た
折
、
岩
黒
の
こ
の
地
で
休
息
レ
た
際
、
馬
の
蹄
が
突

然
陥
没
し
、
そ
の
跡
か
ら
清
水
が
湧
き
出
た
の
が
は
じ

ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
泉
に
里
人

が
献
上
し
た
瓜
を
冷
や
し
た
と
こ
ろ
、
瓜
が
自
然
に
裂

け
、
そ
の
冷
た
さ
と
お
い
し
さ
が
格
別
で
あ
づ
た
こ
と

か
ら
上
人
は
自
ら
こ
の
清
水
を
「
瓜
裂
泉
」
と
命
名
し

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
霊
泉
と
し
て
地
方
に
ま
れ
に
み
る
清
水
と

た
た
え
ら
れ
、
炎
天
連
日
に
わ
た
る
大
干
ば
つ
の
と
き

も
、
枯
渇
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
づ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
昔
か
ら
、
こ
の
清
水
の
水
で
お
茶
を
た
て
る
と
非

常
に
お
い
し
い
と
評
判
で
、
現
在
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
の
に
使
う
人
も
多
い
と
か
。

昨
年
三
月
に
は
環
境
庁
が
選
定
し
た
「
全
国
名
水
百

選
」
に
も
選
ば
れ
、
全
国
に
紹
介
さ
れ
、
県
外
か
ら
訪

れ
る
人
も
段
々
と
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

清
水
は
、
冬
季
流
水
よ
リ
温
か
い
た
め
、
深
い
雪
を
か

き
わ
け
掘
り
起
こ
し
た
当
地
特
選
の
金
屋
ね
ぎ
を
洗
う

の
に
適
し
、
そ
の
風
景
は
今
で
は
情
緒
あ
る
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。



6
月
1
日
は

日

を
送
っ
て
く

だ
さ
い
ま
せ

ん
か
。
何
で

『写
真
の
日
』
な
の
で
す
。
で
、
突
然
な
の
で
す
が
、

月
1
日
に
あ
な
た
が
撮
っ
た
、
家
族
や
街
や
風
景
の
写
真

6
月
1
日
、
と
や
ま
を
次
れ
。

も
な
い
日
曜
日
、

た
く
さ
ん
の
と
や
ま
の
人
が
、

い
ろ
ん
な
思
い

な
ん

で
撮
っ
た
と
や
ま
の
写
真
を
、

一
堂
に
集
め
て
み
る
の
も
、

だ
か
お
祭
り
み
た
い
で
、
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
、
つ
ん
で
す
。

テ
ー
マ
1
1
9
8
6
年
6
月
1
日
に
、
富

山
県
内
で
撮
っ
た
写
真

応
募
資
格
1
6
月
1
日
に
富
山
県
内
に
い

る
方

応
募
作
品

l
四
つ
切
り
プ
リ
ン
ト
(
カ
ラ

ー
、
白
黒
を
聞
い
ま
せ
ん
。
)
ひ
と
り
1
点

に
限
り
ま
す
。

貯
募
方
法
1
富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟

応
、
市
町
村
の
窓
口
、
県
庁
広
報
課
に
備

え
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庄

か
県
庁
広
報
課
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
1
6
月
刊
日
⑧
|

7
月
刊
日
⑧

問
い
合
わ
せ

l
県
庁
広
報
課
2
0
7
6
4

1
3

1
1
4
I
l
l
-内
線

3
2
8

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
す
べ
て

。ハ
、不
ル
化
し
、
8
月
8
日
⑧

l
8
月
日
日

⑨
、
県
民
会
館
で
行
わ
れ
る

『ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
と
や
ま
』
で
展
示
し
ま
す
。
作
品
は

展
示
後
、
ご
応
募
さ
れ
た
お
庖
を
通
し
て

パ
、
亦
ル
を
付
け
て
お
返
し
し
ま
す
。
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